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この論文では粒状物質,あるいは粒体 (grarlularmedia)といわれているものの連 J続




もので, いわば多体系 として扱 うものである｡後者は各粒子のイメージを保存 しつつも最
初から全体系にならした連続体系として扱 うもので,全体系の嶺舞は平均化された密度 ･
分布函数によって記述 されるものである(cf･1))｡ 我々も従来からのいきがか り上,





















































の物理的パ ラメータを導入して,所謂, flexibleな粒子のイメージを前面に押 し出さねば




そういう側面が close-upされた粒体の連続体力学も極く最近ようやく試みられる よ う
になり,例えば文献8)ではporous-adsorbentmaterialが考えられている｡ そこでは上

























番目の粒子の (ミクロな)変位 u(α)とその周りの或る局所領域の〔マクロな)変位 Uの関係
を与える｡
u -A) u(a) (a-1,2,･･,N) (1)
という形式において,平均化操作宜の構造及び寄与を問題にすることを意味する0
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